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研究成果の概要（和文）：木簡釈文へのタグ付きデータの作成を行った。タグ付きデータを『木
簡画像データベース・木簡字典』で公開しているデータと組み合わせることで、木簡画像デー
タ上での記載内容の位置の把握を行うためのシステム開発を行った。この情報を利用して、記
載内容木簡上位置情報による分析実験を行い、手法をほぼ確立した。 
 
研究成果の概要（英文）：I put up tags to the text data of Wooden Tablets、and related that 
text date with tags to the image data of wooden tablets.By these studies,I developed 
the method for knowing the position of the content of the description on the wooden 
tablets,and succeeded in analyzing the wooden tablets. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 
 直接経費 間接経費 合 計 
２００８年度 2,000,000 600,000 2,600,000 
２００９年度 900,000 270,000 1,170,000 
２０１０年度 500,000 150,000 650,000 
年度    
  年度    
総 計 3,400,000 1,020,000 4,420,000 
 
 
研究分野：日本史 
科研費の分科・細目：史学・日本史 
キーワード：タグ付け・出土文字資料・木簡 
 
１．研究開始当初の背景 
出土文字資料を読む行為は、「経験と勘」
に多く依拠しており、職人的な経験と技術
の蓄積も欠かせない。だが同時に、経験を
体系化して共有することで、より効率的で
質の高い木簡釈読が可能になると考えた。 
一方、科学研究費補助金「推論機能を有
する木簡等出土文字資料自動認識システム
の開発」（基盤Ｓ：研究代表者 渡辺晃宏。
研究分担者として参加）で開発された「木
簡画像データベース・木簡字典」等の技術
により、木簡情報のデジタル化が飛躍的に
進みつつあり、また理科系技術者との共同
研究・交流の基盤も整ってきていた。 
 
２．研究の目的 
 木簡のフルテキストデータ・画像データ
を活用し、記載内容を整理したタグ付きデ
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ータを作成する。 
 また、これまで学会で蓄積されてきてい
る木簡に関する経験知（木簡の構文パター
ン、構文の木簡上での配置、木簡の形状・
大きさとの関連性などの諸点）を整理する。 
 タグ付きデータとして整理された木簡デ
ータに基づき、上記の経験知を数値的に捕
らえて検討して、その蓋然性についての知
見を得、客観性の高い知に展開すると共に、
これまで気づかれていない構文等の様相の
発見を目指す。 
 
３．研究の方法 
 次の各作業をそれぞれ連続的に蓄積しな
がら研究を進めた。 
 １ 既往の木簡構文研究の整理 
 ２ 既往の経験的知識の整理 
 ３ 木簡釈文テキストデータへタグ付け  
 ４ 木簡簡画像上での文字の位置データ  
  付与 
 ５ データの対照・検証 
 ６ 実際の難読木簡での実験 
 ７ 新規の構文パターンの抽出と蓄積 
 特に、３の作業は本研究を推進する上で
機軸となるデータの作成作業であり、また
時間と手間が必要であることから、多くの
時間を割いた。 
 
４．研究成果 
(1) 木簡釈文へのタグ付きデータの作成 
 木簡の釈文へのタグの付与を行った。 
 この作業に際して、どのようなタグをどの
ような階層で付与するかの検討を事前に行
い、また作業の進展に伴って発生した問題に
も対応しながらタグの選定・構成を行った。
こうした検討を踏まえ、タグは上記一覧表の
内容で付与した 
 『平城宮木簡』１～６、『平城京木簡』１
～３についてのタグ付けを完了した。この結
果、現時点である程度評価が安定した奈良時
代都城出土木簡についてのタグ付け作業が
すべて出来たということができる。 
 このタグ付きデータは、「木簡画像データ
ベース・木簡字典」に活用し、タグ情報に基
づくリンクなどを可能にし、研究を加速する
ための研究資源として提供する予定である
（タグ付きデータを利用した「木簡字典」は、
サーバの調整のため、２０１１年６月現在奈
良文化財研究所外未公表。所内で試験運用
中。） 
 
(2)木簡画像上での記載内容把握方法開発 
 タグ付きデータを、『木簡画像データベー
ス・木簡字典』で公開しているデータと組み
合わせることで、木簡画像データ上での記載
内容の位置の把握を行うためのシステム開
発を行った。 
 タグ付きデータを、『木簡字典』のもつテ
キストデータをもとに、画像データを参照す
る。そして、ソフトウェアによって、木簡全
体のメタデータ（画像の大きさ含む）と共に、
タグ付きのデータ、タグごとの画像上の位置
情報などを書き込んだ XMLファイルを作成し
て、蓄積するものである。 
 『木簡字典』で利用しているデータ・シス
テムの特性から、ピクセル単位の位置情報で
はなく、やや大きめな単位での位置情報であ
り、また画像という性格上、木簡写真の背景
にある「余白」も含まれてしまっている。こ
うした点は、分析の精度を考える上で、問題
になる可能性があった。ただし、分析作業に
おける「遊び」の確保や、作業の効率などか
ら、上述の問題点は軽微であろうと判断し、
作業を進めた。なお、後述する実証実験では
その問題点についても検討し、多様な形態の
木簡を俯瞰的に見渡し、誤差などを吸収する
ことができるので、むしろ分析に優位である
ことが判明している。 
 『木簡字典』でデータが公開されている範
囲という限定が加わるものの、画像を媒介と
して木簡上のどの場所にどういった意味内
容が書かれているかを、数値的に分析するた
めの基礎的なデータの作成のための手法・手
順を開発することに成功した。 
 これによって、今後データが増えても、基
本的に同様の手法でデータの蓄積を進めて
いくことができる素地を確立することがで
き、今後木簡の文字情報・意味情報を画像情
報や木簡そのものにおける位置と結びつけ
ながら考えるための基盤が確立できたと考
える。 
 
(3)記載内容木簡上位置情報による分析実験 
 上記作業で得られた、記載内容の木簡上位
置情報を用いた分析を行った。これによって、
いくつかの方向性を得ることが出来、こうし
た一連の作業が木簡の研究・分析の上で有効
であることが確認できた。以下、分析事例を
いくつか紹介する。 
 地名のみでは、以下の分布になる。 
 
 
 地名は全体としては木簡の上部半分に記
載が集中する傾向にあるが、下部の記載が全
く無いわけではない。 
 次に、地名でも、国名に絞って検討すると
以下のような結果になる。 
 国名記載が、地名全体以上に極端に木簡の
上部に集中することが知られる。逆に言えば、
木簡の中央より下に国名がくることはまず
ないという様相が確認できる。 
 郡名について検討すると以下のような分
析結果が得られる。 
 郡名は、国名とはやや異なった分布をみせ
る。若干、木簡の中央部付近にピークがずれ、
木簡の下部に記載がされる場合もある。これ
は単に国名の後に郡名が記載される、という
だけではなく、郡名の場合木簡の下部に記載
されることもあるという事実も示している。 
 以上「地名」という大分類全体で、その記
載場所に一定の傾向が見られることが分か
ると共に、その中に含まれる要素でも、それ
ぞれ木簡上で記載される場所の傾向には差
異が存在する傾向が明らかになった。 
 一方、「地名」以外の大分類の項目では当
然地名と異なった分布が想定されるが、実際
どうであろうか。人名について分析すると、
次の様な結果が得られた。 
 人名は、地名とは大分異なった分布を見せ
る。木簡の中央部付近にピークがくるものの、
国名に見られた程の極端な偏りは確認でき
ない。 
 さらに、年月日などの日付関連の記載を分
析すると、次のようになる。 
 
 日付の記載については、木簡の後半部分へ
の記載の偏りが確認できる。 
 なお、今回は分析していない７世紀代の木
簡を分析すれば、また違った傾向が見られる
可能性が考えられ、時期による変化も可視
的・数値的に把握することができるであろう。 
 以上の実験から、木簡の記載内容の木簡上
での記載位置を数値的に分析することは有
意義であり、かつ新しい知見を生み出しえる
可能性をもつことを確認できたといえる。 
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